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講義の構成

• 日本の農業用水の特徴

– 土地改良区

• 世界の灌漑の多様性

– 眠らせない！

• 日本の灌漑

– 特徴と 近の課題



クイズー１



http://www.maff.go.jp/j/nousin/mizu/agwater_antei/a_history/index.html



日本の農業用水の特徴

• 農業用水は、我が国の水利使用量の約3分
の2を占めている

• 農業（稲作）には多くの水を必要とする

• 弥生時代以来、多くの人達による開発努力が
続けられてきた
– 稲作の普及

– 耕地面積の増加

– 農業用水の確保のために



クイズー２



1000年前の関東平野



利根川水系の変遷
関東流（伊奈流）

瀬替え工事の順序
①文禄３年(1594)
②元和７年(1621)
③寛永６年(1629)
④寛永18年(1641)
⑤承応３年(1654)



農業基盤整備ー土地改良区
• 土地改良法(1949)

• 土地改良事業（農業農村整備事業）の仕組み
– 申請主義 （農民のイニシャティブ、自己責任）
– 2/3以上の同意と事業への強制参加
– 補助金あるいは農民負担制度
– 同意と補助金

• 「地域的対抗関係」（新沢, 1955）

• 土地改良区の運営
– 組合員（耕作者主義）
– 三権分立
– 総代会
– 用水管理

参加型水管理 PIM
（Participatory Irrigation Management）



水土の礎

http://suido‐ishizue.jp/



http://www.maff.go.jp/j/nousin/keityo/mizu_sigen/index.html



１．水循環の現実



人が利用しやすい淡水は、
地球全体の水のわずか0.008％



加速する世界の水使用量の増加



1人当たりの水使用量の伸びは「生活
用水＞工業用水＞農業用水」



地域によって多様な水利用：1人当たりの水使用量が
多い北アメリカ、農業用水の割合が高いアジア



２．人口、食料と農業用水を含む
水利用の将来



2050年には1.5倍になる世界人口



2000年から2030年の30年間に、
10億トン近く増加する世界の年間穀物消費量



縮小を続ける世界の1人当たり耕地面積



かんがい耕地面積の拡大が支える世界の
食料生産量の増加







世界の水使用量の増加にどのように対処するのか



３．水文条件等による
かんがいの多様性



地球上の水循環を支える降水量は、
砂漠から湿潤地域まで極めて多様





温暖多雨だが水文条件が
過酷なアジア・モンスーン地域



世界の農業生産：三大穀物の栽培の地域特性
（コメ、コムギ、トウモロコシ）





アジア、欧米が
それぞれ世界のコムギの4割を生産







年間降水量1,500mm以上の国々が
世界のコメの9割を生産





かんがいの目的が単一な乾燥地域と
多面的な湿潤地域



５．乾燥地域のかんがい



降水量が少ないため、古くから地下水を使用



雨季などの貴重な水の有効活用





200km離れた高原の水を砂漠で使用



かんがいによって生まれ変わった荒野





乾燥地域の水田かんがい





地下水の汲み上げによる穀倉地帯の形成



５．湿潤地域のかんがい



人口の増加を支えてきた湿潤地域の
水田かんがい



水田かんがいは持続性の高い優れた農法



健全な水循環の形成に貢献する水田
かんがい



水田によってかん養された地下水の利用例



共同体による水管理

スバック
ムアンファイ
カンナ
土地改良区



６．農業用水の多面的な役割



湿潤地域の生物多様性や水辺環境
の保全に重要な役割を果たす水田



伝統的な共同体と地域社会の形成・
伝統及び文化の継承



水田かんがいにより発揮される
農業が有する多面的機能



７．世界のかんがいを巡る課題と
その解決に向けて



乾燥地域における塩類集積問題



地下帯水層の涸渇は乾燥地域の
かんがい農業にとって脅威



国際河川における水を巡る
紛争の回避と解決



アジアにおける大規模
かんがいシステムの管理を巡る課題



かんがいの多様性とそれを踏まえた
合理的な経済議論の必要性

ウォーター・プライシング



地域特性・政策目的・手段の違いを考
慮した水価格議論の必要性





持続可能なかんがいの必要性



持続的な水使用と健全な水循環の形
成を実現するためのキーワードは、か

んがいの多様性



持続的な水使用と健全な水循環の
形成に向けた農業用水のあり方



水に係わるあらゆる人々の主体的な
取組への期待



持続的な水使用と健全な水循環の形
成に向け、中心的な役割を果たす農

業者相互の連携が重要



日本のかんがいの
特徴と 近の課題



１．日本の水資源とかんがいの特徴



かんがい施設は
緑豊かな日本の
国土の血管網



土地改良区が担う「国土の血管網」の
管理：持続性の高い管理の仕組み



異常渇水時に節水に努める土地改良
区と農家



２．日本のかんがいを巡る 近の
課題とその解決に向けて



生活排水等による農業用水の水質悪化



環境との調和の重要性



かんがい施設の適切な管理



老朽化が進むかんがい施設

水の知



農業用水に対する関心から始まる課
題解決への道程



日本における健全な水循環の形成に
向けた農業用水のあり方



農業用水の管理において中心的な役
割を果たす土地改良区への期待



土地改良区と地域のあらゆる人々が
取り組む健全な水循環の形成




